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↑ ※氏名欄（漢字・フリガナ）は、姓と名の間を1マス空け、左ヅメで記入してください

※カタカナ氏名の濁音「゛」、半濁音「゜」も１マス１文字として記入してください

百 十 万 千 百 十 円 百 十 万 千 百 十 円

百 十 万 千 百 十 円 百 十 万 千 百 十 円

←

※父母以外の方の収入を記入する場合は、「父」「母」を二重線で訂正し、続柄をして記入してください

※金額欄の記入は、「百円」の位を四捨五入して記入してください 

人 人

A B C D A B C D A B C D A B C D

B：公・私立別 Ｄ：その人数

Ｃ：通学別

※本申請書に記載した内容及び奨学金出願に必要な書類等の情報につき
ましては、奨学生の選考以外の目的に使用することはありません
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小学生 中学生 ←小学生・中学生の人数を記入して下さい

0

ﾌﾘｶﾞﾅ
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0

0 0
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0

1人 1

↓高校～大学の就学者がいる場合は、下表「◎高校～大学就学者表」を参照し記入してください
   ※本人も含めた就学状況をご記入ください

0 0

特

別

控

除

父子・母子家庭 ←父子・母子家庭の方は「１」を記入して下さい

就

学

者

高校～大学

A：学校種類

高　校 1 国公立 1

高　専 2 私立 2 2人 2

3

専修専門 4 自宅通学 1 4人 4

自宅外通学 2

↓障害者人数を記入

専修高等 3 3人

←「個人コード」「高校コード」は、入学試験要項
（願書）を参照の上、ご記入ください（※要項がお
手元にない方は無記入でも可）

２０１１年度　創価大学創友給付奨学金申請書①

〒

世帯人数
人

←本人を含む

障害者人数
人

大学･短大 5

●高校～大学の就学者の記入の仕方
◇本人を含む ◇進学準備中（予備校生等）は対象外
◇短大生は大学生扱い ◇通信教育生は自宅通学扱い
◇海外の大学在学中の場合は、私立大学・自宅外通学扱い

◎高校～大学就学者表 ※本人を含む

　＜記入例＞

A B C D

国立大・自宅外通学が１人　⇒　 5 1 2 1
私立短大・自宅通学が１人　⇒　 5 2 1 1
県立高校・自宅通学が２人　⇒　 1 1 1 2

したがって上記の場合、記述は
A B C D A B C D A B C D
5 1 2 1 5 2 1 1 1 1 1 2

　　　　　となります



自宅ＦＡＸ自宅ＴＥＬ

２０１１年度　創価大学創友給付奨学金申請書②
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※奨学金を申請するに至った家庭事情やその他特に説明を要することを具体的に記入すること（必ず記入）
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続柄 氏　　　　名 年齢 在　　学　　学　　校　　名
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年

※父・母が死別・生別の場合その年月を西暦で記入（　　　　　　年　　　月）

　主たる家計支持者が無職（失職）の場合その年月を西暦で記入（　　　　　年　　　月）理由（　　　　　　　　　　　　　　　）
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年齢

年

年
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本人氏名
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歳

現在の職業 在職期間 勤　　　　務　　　　先

父
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